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ひ
と
り
で
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

民
生
委
員・児
童
委
員
っ
て
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
実
際
の
活
動
や
内
容
は
知
ら
な
い
と
い

う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
家
族
構
成
や
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
地
域

の
中
で「
つ
な
が
り
」が
薄
れ
て
い
る
時
代
。

介
護
や
子
育
て
に
悩
み
ご
と
を
抱
え
て
い
な
が
ら
、周
り
に
相
談
で
き
な
い
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
・
・
・
そ
ん
な
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員
は
、
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
そ
の
内

容
に
応
じ
て
地
域
と
行
政
の〝
つ
な
ぎ
役
〞と
な
り
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
の
立
場
に
た
っ
て
、
ま
ち
の
福
祉
を
担
う
民
生
委
員・児
童
委
員
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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民
生
委
員
の
マ
ー
ク
の
由
来

　
現
在
の
マ
ー
ク
の
図
柄
は
、
昭

和
35（
１
９
６
０
）年
に
公
募
に
よ

り
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
幸
せ
の

め
ば
え
を
示
す
四
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
を
バ
ッ
ク
に
、
民
生
委
員
の

「
み
」の
文
字
と
児
童
委
員
を
示
す

双
葉
を
組
み
合
わ
せ
、
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
の
鳩ハ

ト
を
か
た
ど
っ
て
、
愛

情
と
奉
仕
を
表
し
て
い
ま
す
。

人々によりそい100年これからも
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街頭啓発活動

地区委員長会

守口市民まつりにて

　
民
生
委
員
法
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
と
大
阪
府
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

熱
意
あ
る
市
民
で
す
。
守
口
市
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
に
所
属
し
、

地
域
に
暮
ら
す
人
に
と
っ
て
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
日
常
生
活
に

関
す
る
こ
と
、
医
療
や
介
護
、
子
育

て
の
不
安
な
ど
、
住
民
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
、
誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
で
約
23
万
人
の
民
生

委
員・児
童
委
員
が
活
動
し
て
お
り
、

そ
の
一
部（
約
２
万
１
千
人
）は
主
任

児
童
委
員
に
指
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
市
内
の
各
地
区
か
ら
、
そ
の
地
域

の
実
情
に
通
じ
た
、
社
会
福
祉
増
進

に
熱
意
の
あ
る
人
な
ど
が
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
町
村
ご
と
に
設
置
さ

れ
る
民
生
委
員
推
薦
会
に
よ
る
選
考

な
ど
の
公
正
な
手
続
き
を
経
て
推

薦・
委
嘱
さ
れ
、
守
口
市
で
は
３
月

１
日
現
在
238
人
が
活
動
し
て
い
ま
す

（
定
数
は
256
人
）。ま
た
、
民
生
委
員・

児
童
委
員
に
は
民
生
委
員
法
に
定
め

ら
れ
た
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内

容
が
他
の
人
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
い
た

だ
け
ま
す
。

役
割
は

　
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
解
決

で
き
る
よ
う
、行
政
機
関
を
は
じ
め
、

必
要
な
支
援
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
の
見
守
り
や

安
否
確
認
な
ど
に
お
い
て
も
重
要
な

任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員・
児
童
委
員
の
一
員
で

す
が
、
子
育
て
や
、
そ
の
家
庭
に
対

す
る
相
談
支
援
活
動
を
専
門
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
主
任
児
童
委
員
と
呼

ば
れ
ま
す
。

　
地
区
担
当
の
民
生
委
員・
児
童
委

員
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。

民
生
委
員
制
度
の
歴
史

　
民
生
委
員
制
度
は
大
正
６
年
に
岡

山
県
で
発
足
し
た「
済
世
顧
問
制
度
」

に
始
ま
り
ま
す
。

　
済
世
顧
問
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

の
末
期
、
物
価
の
高
騰
か
ら
米
騒
動

が
起
こ
る
な
ど
、
社
会
不
安
が
広

ま
っ
て
い
た
中
、
生
活
困
窮
者
が
正

常
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
水
準
に
ま
で
復
元
さ
せ
る
こ
と
を

仕
事
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
正
７
年
に
は
大
阪
府
で
、
済
世

顧
問
制
度
な
ど
を
研
究
調
査
の
上

「
方
面
委
員
制
度
」が
発
足
。
方
面
委

員
の
訪
問
活
動
に
よ
っ
て
住
民
の
生

活
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
情
報
を
基

に
、
要
援
護
者
に
対
す
る
救
済
を
行

お
う
と
す
る
の
が
こ
の
制
度
で
、
非

常
に
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
３
年
に
こ
の
方
面

委
員
制
度
が
全
国
に
普
及
し
、
昭
和

21
年
に
は
名
称
も
現
在
の「
民
生
委

員
」に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
生
活
上
の
課

題
を
抱
え
る
人
々
の
支
え
と
な
っ
て

き
た
民
生
委
員
制
度
は
、
平
成
29
年

度
に
100
周
年
を
迎
え
ま
す
。

民生委員児童委員信条

児童憲章（前文のみ）

一　わたくしたちは、隣人愛をもって、社会福祉の増進に努めます。
一　わたくしたちは、常に地域社会の実情を把握することに努めます。
一　わたくしたちは、誠意をもって、あらゆる生活上の相談に応じ、自立の援助に努めます。
一　わたくしたちは、すべての人々と協力し、明朗で健全な地域社会づくりに努めます。
一　わたくしたちは、常に公正を旨とし、人格と識見の向上に努めます。

　　児童は、人として尊ばれる。
　　児童は、社会の一員として重んぜられる。
　　児童は、よい環境のなかで育てられる。

　われらは、日本国憲法の精神にしたがい、児童に対する正しい観念を確立し、すべての児童の
幸福をはかるために、この憲章を定める。

民
生
委
員
•
児
童
委
員
と
は


